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	本研究のテーマはスポーツ界における知的財産権の保護である。このテーマについて理解を深めるために、本研究では陸上競技の練習方法に着目して、①「創造に対する報酬の権利」が陸上競技の「練習方法」にも及ぶ（存在する）のか、②陸上競技の「練習方法」の保護化が必要かどうか、③保護出来るのであればどの法律で保護できるのかについて検証した。

